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歯科保健調査からみた加齢に伴う現在歯数の推移

速度論的手法を用いての数式化とその応用

武田 耕三 堀内 香余

柳生 善彦 山田 全啓

　奈良県内吉野保健所管内4村の住民延べ6,933人に対して歯科保健調査を実施した。その結果に基づき現

在歯数の減少速度を簡単な数式で表すとともに，その応用についていくつか提起することを本研究の目的と

する。年代別に平均現在歯数を算出し，年代間の変化を疑似的に経時変化とみなし，その減少速度について

検討した。その結果，年齢階級別平均値として現在歯数の減少速度は現在歯数・喪失歯数に比例すること

が分かった。現在歯数をXとし，喪失歯数を(29－X）で近似すると，－dX/dt＝k・X・(29－X）と表せる

（ただしt：時間，k：速度定数）。

　この結果より次のことが示唆された。1)歯の喪失は原料である現在歯と喪失した部位との相互作用である。

2)微分方程式を解くとln{(29－X)/X}＝29・k・t＋aとなる（0＜X＜29，t：20歳代からの時間（年），a：定

数）。したがって，29・kとaの二つのパラメータで，年齢幅のある集団の性質を一義的に表すことができ，

他地域との比較，歯科指導の効果の評価等に有効である。3)個人の現在歯数からそれに相当する平均的な歯

の減少速度や“歯年齢”，将来の現在歯数を算出し現状と将来を実感してもらい，歯の喪失予防への動機づ

けとすることができる。4)この式を変換すると，現在歯数の推移の逆S字曲線をX＝29/{exp(29・k・t＋a)

＋1}のLogisticモデルで表せる。5)コホート分析へ適用することによって，将来子測にも利用できる。
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